
注 1•••原文「第四十九福地、

抱福山、 在連州連県」」。

注 2•••原文「桂源、 在連州

抱福山、 磨先生宅」。

注 3… 『天地宮府図』が記

す茫真人は、 連州の地誌に

も記載が無く未詳である。

『洞天福地岳漬名山記』の

磨先生は、 康煕『連州志』

巻七によれば、 南朝の梁代

に抱福山で仙人になった元

官僚の磨沖の事である。 な

お古地誌など連州関連の史

料と情報は、 広東第二師範

学院の李傑玲博士の御教示

を仰いだ。 記して謝意を表

する。
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l 掌醤北部ドンチェウ地域の福地《抱福巖》

大西和彦

序 文

本論は、ベトナム東北部沿海地域の福地と見なされた抱福巌の考察を通じて、

洞天福地思想を中心に、 ベトナムにおける道教の伝播と受容およびその背景に

ついて述べる。

1. 広東福地「抱福山」の南海交州への南遷

華南地方の福地の 一つに抱福山がある。 司馬承禎（647~735) の『天地

宮府図』には、 「第四十九福地、 抱福山、 連州連県に在り」
＂

、 杜光庭（850

~933) の 『洞天福地岳漬名山記』では「桂源、 連州抱福山に在り、 磨先生

の宅なり」
・2

と記されている。 同山を治める神仙を、『天地宮府図』では苑真

人が、 『洞天福地岳漬名山記』では謬先生と異なってはいる冗しかし、 いず

れも所在地は連州として一致している。 このように、 10世紀までの洞天福地

資料では、 福地の抱福山を連州連県（現広東省広州市北郊の清遠県連州市保安

鎮（抱）福山に同定していた【図 l 】。

ところが11世紀になると、 この広東の抱福山が「南海交州」に現れるとい

う記事を見出すことが出来る。

【図1】広東省抱福山周辺図



1 -1. 福地「抱福山」の南海交州への南遷

北宋の皇祐二年(1050)、 道士李思聡が仁宗皇帝へ献上した『洞淵集』巻四

の「天下名山七十二福地」の項には、「第四十五福地、 抱福山、 南海交州に在

り」
・
4と記されている。『洞淵集』の福地の記載には、 新たに分野説が挿入さ

れている他、 福地名・順位・所在地が『天地宮府図』及び『洞天福地岳漬名山

記』と大きく異なっている。

しかし、 抱福山が変遷した後の地名冒頭の「南海」は、 周知の如く広東の異

名でもある。 そこで、 李思聡が示す「南海交州」とは、 どのような概念であっ

たのかを考えたい。

1 -2. 李思聡が記す「南海」

まず李思聡は、「南海」をどのように捉えていたのであろうか。『洞淵集』で

表された彼の「南海」に対するイメ ー ジは、 以下のようである。

長離山は、 天の南嶽なり。 南海の中に在り。上に朱宮・鋒闊・赤室・丹房

有り、（ 中略）応に天下の初めて道を得たる神仙は皆此の宮に詣でたるべし。

（下略）冗（『洞淵集』巻三）

炎洲は南海の中に在り、（中略）上に太山・流火の宮有り、 仙家の万衆は

皆は上真の列仙が治むる所なり。漢の時に至りて曽て中国に通ぜり冗（『洞

淵集』巻三）

これらの記述から李思聡は「南海」を、 神仙境がある神秘的な南方の海とい

う曖昧な概念として捉えていて、実在の広東地方とは考えてはいない。 そして、

その「南海」のイメ ー ジとは、 漢代から中国人が南方地域と直接接触した事実

認識も含まれている文

1-3 宋代の「交州」

次に、 李思聡が生存した宋代における「交州」とは、 どの地域を指すのであ

ろうか。

979年に勅撰された『太平褒宇記』巻 ー百七十、 嶺南道十四には、「交州」

の見出しがあり、 以下「交州」の記事として、 現ベトナム北・中北部に相応す

る地理を県別に列記する。

あるいは『宋史』巻四百八十八、 列伝百四十七、 外国四、 交祉の条文で、 治

注 4 …原文「第四十五福地、
抱福山、 在南海交州」

注5•••原文「長離山者 、 天
之南嶽也。 在南海之中。 上
有朱宮鋒閤赤室丹房、（中

略）応天下初得道神仙皆詣
此宮。（下略）。」

注 6…原文「炎洲在南海中、
（中略）上有太山流火之宮、
仙家万衆皆上真列仙所治。
至漢時曽通中国芙。」

注 7…石田幹之助の考証で
は、 西暦2世紀後半、 前
漢の武帝期に中国人が南海
地方へ直接出向き、 その様
相を見て記録に留めるよう
になったと述べている（同
『南海に関する支那史料』
生活社、 1945 年、 11~

12頁）。

平(1064~1067) の初年に、 北宋の重臣の韓埼(1008~1075) が「交州 注8…原文 「交州山路瞼僻

の山路は瞼僻にして （ 下略）」
・8と述べている。 （下略）」
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注9•••原文「及至天上、 先
過紫府、 金床玉幾、 晃晃翌
翌、 真貴処也。」

注10… 原文「王実以為清
都、 紫微、 鉤天、 広楽， 帝
之所居。」
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これらの記事から、 宋代における交州は交趾と重複していた ことは明らかで

ある。 つまり宋代の人々は、 交州とは交趾つまり現在のベトナム北・中部のこ

とと認識していたに違いない。

以 上の 『洞淵集』に示された 「南海」の概念及び宋代人の地理認識から、 李

思聡は抱福山を広東ではなく、 ベトナム方面に存在 すると考えていた ことが推

知出来よう。

2 . 南遷した広東連州「抱福山」は、 ベトナムの 「抱福巌」に相応するのか？

宋の李思聡が交州に想定した抱福山は、 現ベトナムにおいて相応する場所が

存在するのだろうか？ 存在するのならば、 ど こに位置するのであろうか？

これらを本稿 筆者は、 以下のように14~15世紀のベトナムの漢詩あるい

は地誌に現れる抱福巌に相応すると考える。

2-1 ベトナム陳朝文人の七言律詩に見える抱福巌

まず、ベトナム陳朝( 12 25~1400)後半期 の文人官僚である苑師孟( Pham

SuM�nh:フアム・ス ー・マイン：1303~1384)は、 その七言律 詩に抱福

巌という地名を著している。

題峡山 抱福巌 峡山の抱福巌に題す

抱福洞天消海頭 抱福の洞天は消海の頭、

絃因公暇得間 遊 絃に公暇に因って間 遊するを得たり。

方壺円嬌雲中出 方壺と円嬌は雲の中より出で、

紫府清都水 上浮 紫府と清都は水上に浮かびたり。

宇宙奇観喝谷日 宇宙の奇観は喝谷の日に、

江山清気白藤秋 江山の清気は白藤の秋に、

題詩参問葛仙伯 詩に題して葛仙伯を参問せん、
いな

分我青山一 半不 我に青山の一 半を分つや不や。 （『全越詩録 』）

詩中、 苑師孟は抱福巌を、 水上に浮かぶ 「紫府清都 」と例えている。「紫府 」

は葛洪が 『抱朴子』巻二十、 祓惑篇で、「天上に至るに及び、 先ず紫府を過ぐ。
こうこういくいく

金床玉幾、 晃晃翌翌として真に貴き虐なり」
．， と記す修行者が神仙に連れられ

て昇る天界で、 最初に通過する宮殿のことである。 また 「清都」とは、 『 列子』

周穆王篇に、 周の穆王が魔法使い 「化人」に連れられて天に昇った時、 天界を
まこと お も

「王賓に以為えらく、 清都、 紫微、 鈎天、 廣榮は、 帝の居る所なり、 と」"°と

例えた帝すなわち天帝が居住する「清都」のことであろう。

さらに苑師孟は、 抱福巌を 「方壺円嬌 」にも例えている。 これらも 『列子』



湯問篇に、

たにこれ おも な

渤海の東幾億万里なるやを知らず、 大いなる 堅焉にあり、 実に惟う底元き
ききょ

の谷と 。其の下に底元く、 名づけて帰墟と曰う 。八絃九野の水、 天 漢の流
しか

れ、 之に注がざるはなく、 而も増す こと元く減ること光し 。其の中に五山
いんきよう ほうこ えいしゅう

有り、 ーに曰＜伶貞、 二に曰く員嬌、 三に曰く方壺、 四に曰く温洲、 五に
ほうらい

曰く蓬莱なり ＂ 心

とある 渤海の東の大 堅にある「蓬莱」に類した「方壺 」と 「員嬌」という仙

山を指すものと思われる 。また苑師孟は漢詩第七句で「詩に題して葛仙伯を参

問せん 。」
・ 12 と詠っているが、 ベトナム人研究者は「葛仙伯」を、 中国におけ

る神仙思想を体系化した晋の葛洪のことと考えている ＂心

これら神仙思想の関連用語で 形 容された抱福巖を、 苑師孟は神仙境として認

識していた ことは明らか である 。そして何よりも苑師孟は、 この漢詩の冒頭 で

「抱福の洞天」と記している 。広東連州の抱福山のように福地とは呼ばれてい

ないものの、 苑師孟は抱福巖を洞天福地思想と重ねて考えていることは重要で

ある 。

2- 2 15世紀初期の史書 『安南志原』に見える「抱福岩」

ベトナム陳朝期に続いて、 明朝ベトナム支配期の史書にも、 苑師孟の漢詩に

相応する地名と記事を見出す ことが できる 。

永楽十七年( 1419) ま での明朝ベトナム支配期( 1407~1427)における

歴史・経済・史蹟・風俗 な どを記した史書『安南志原』巻二、 岩洞の条文に、「抱
ひろ

福岩 。寛さ八、 九丈、 皆赤色なり 。苑師孟の詩に云う、 抱福洞天 （下略）」
・14

と記されている 。記事の後半に、 本稿 2- 1で述べた漢詩が続けて掲載されて

いるから、この地点は芭師孟が詠った抱福巌を示していることは明らかである 。

更に注目すべ きは、 抱福岩が洞窟様であることと、 その広さと共に、 同所の赤

色の形 状が描写されていることである 。 これらは、 苑師孟の漢詩は言及してい

ないけれ ども、 特に抱福岩が「赤色」であるという記事が 注目される 。この「抱

福岩の赤色 」という ことについて、 本稿 3- 2 で詳述する 。

2-3 ベトナム黎朝文人の七言律詩に見える抱福岩ー抱福巌の位置考察一

如上の苑師孟の漢詩と『安南志原』には、 いずれも具体的な地点 同定の記載

が無い 。しかし、 ベトナム陳朝期末期から黎朝期前期( 142 8~1527)にか

けて活躍した 文人官僚である 院薦 （ 1380~1442、 号は 抑斎：{Jc Trai:ウク

チャ ーイ）が著した下記の七言律詩の注記に、同地の地理情報がある 。本 詩は、

以下のようである 。

注 11… 原文「渤海 之東不
知幾億万里、 有大堅焉、 実
惟元底 之谷、 其下元底、 名
曰帰墟、 八絃九野 之水、 天
漢 之流、 莫不注 之、 而元増
元減焉。其中有五山焉、 一
曰岱輿、 二曰員嬌、 三曰方
壺、 四曰温洲、 五曰蓬莱。」

注 12…原文「題詩参問葛
仙伯。」

注 13... Vi �n Van h9c 

(bien) Thet 1c劫 Ly T点n, Nha 

XU なt ban Khoa hoc Xa 

hQi, m N◊i, 1978, npm, 
tr. 107, chu thich (6)（文
学院（編）『李陳詩文』、 社
会科学出版社、 1978 年

ハノイ、 第三集、 107 頁

注（6)).

注14…原文「抱福岩。寛八、
九丈、 皆赤色也。苑師孟詩
云、 抱福洞天（下略）。」
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注15…原文「洞在東潮安
慶社。大江之中、露山排立、
洞在山脚。俯臨水次、外有
平沙、約半高 樹木蒼翠、

中奉水神最霊。又有深谷、
燃燭而行、 無窮尽処。安南
志云、 寛八、九丈、皆赤色。」

注 1 6...Hoang Khoi ( 
Dich），恥Trai t?p, Tu 
sach c6 van - Uy ban 
djch thu�t, Sai Gan, 

197 1, T�p t huc;,ng, tr. 8 
（ホアン ・ コ ーイ（訳）

『抑薦集』古文書庫一
翻訳委員会、 サイ ゴン、

1971 年、上集、8頁。）
19世紀末編纂の辞書
フィン ・ ティン ・ パウ
ル ・ ク ー アの『大南 国
音字彙』(HuinhTinh 
P aulus Cua, f>?i 
Nam q u6c am ti,r vi, 
Imprime rie Rey, Cariol 
& Cie, Sai Gan, I 896, 
Tome)が、 福（tr.208 )
と腹（tr.209)を、 共に同
音のPhuc（フ ー ック）と
表記していることから推測
すれば、阪朝期の写本では
福と腹の混載が起きていた

と考えられる。
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ママ

題抱腹岩

平明 掴綽上岩頭

乗興聯為玉局 遊

九転 丹成孤鶴去

三神 股断一繁浮

石欄 影附消江 月

仙 洞煙含碧樹 秋

是 処真堪容我隠

山中還有旧砂不

ママ

抱腹岩に題す
さお お

平明に木卓を掴いて岩頭に上り、
いささ

興に乗り聯か玉局の遊びを為す。

九転の 丹成りて孤鶴去り、
おおがめ

三神の股 （つけ根） 断ちて一 繁 浮ぶ。

石欄の影に附く消江の月、

仙洞の 煙に含む碧樹の秋。

是の 処真に我が隠れを容るるに堪え、

山中に還りて旧砂有るや不や。（『抑斎集』巻一、詩類）

この漢詩には 「九転の丹成る」と煉丹に係わる語旬が挟まれている。 この 挿

入された語旬から考えれば、 末尾の「旧砂有るや不や」の「旧砂」は 「 丹砂」

を示唆する語句である。さらに、 この「旧砂」は、 苑師孟の漢詩に詠まれた葛

洪が交祉で煉丹を 試みようとした 故 事を、 翫薦が 同様に 意識した ことを示して

いる。

そして、 この詩の 割注に、 抱腹岩の位置を 同定する記事が次のように認めら

れる。

むれ つら

洞は東潮の 安慶社に在り。 大江の中、 露なす山 排なり立ち、洞は山 脚に在

り。俯しては水次 （船着き場 ） に臨み、外には平かなる沙ありて、 悶箪伍

高き樹木蒼翠たり。中に水神の最も霊なるを奉ず。又深き谷有りて、 燭を

燃やして行くも、窮まり尽きる処無し。 安南志に云わく、 寛さ八、 九丈に

して、 皆 赤色なり、 と 15
0

文末の「 安南志云、寛八九丈、皆赤色」という記載は、 本稿2-2で 示した

苑師孟の件の漢詩を併記した 『安南志原』の抱福岩記 事の採録に他ならない。

従って、院薦が詠う 抱腹岩と苑師孟が詠った抱福巖は、 同一地点と考えられる。

現行の『抑斎集』の注釈は、 院朝期(1802~1945)の文人である楊伯恭(1795

~1868)が、 既に収集した玩薦の 遺稿を 同朝明命十五年(1834)から十七

年(1836)にかけて整理編纂し、 同朝嗣徳二十一年(1868)に刊行した稿本

に付記されものである •16。従って、 上記地点は19世紀半ばま でに知られてい

た地理情報である。さらに、『抑斎集』 注記の「東潮 安慶社」という地名を 手

掛かりに、同じく 院朝の 同慶年間(1885~1888)に官撰された地誌『同慶

地輿誌』海陽省東潮県山水の条文を見ると、



ほと そばだ

珠谷山は 安慶社に在り。 山は 江の 辺りに 峙ち 、 谷 の 土石 は 赤色に し て 朱 に 注 17 …原文「殊谷山 在

似たるもの有り。 俗に 昏谷絵 と 号せし は故に名づけたり
＊17

゜
安慶社 。山峙江辺、 有谷
土石赤色似朱 。俗号昏谷雑故

という 記事がある。 この記事では 、如上の 安慶社の 川辺 に山があることを示 し

ている。

これらの 情景 も 、既述の漢詩が描写する地 形に 相応することが認められる。

更に 『同慶地輿誌』は 、 珠谷山の 俗称と し て 「香谷籍 」と記 し ている。 これは

ベトナムで創造された 漢字様の国字「哺字」であり、 現代 ベトナム語で

表記すれば 「HangSon （ ハ ー ンソ ー ン ）」である。「昏谷： Hang（ ハーン ） 」

は 「谷 」、「緒： Son （ ソ ー ン ）」 は 「朱 」の意味である。

以上述べてきたように 、相応する所在地 、地形ならび に「赤色」の 色彩を帯

び ていることから 、14~15 世紀の ベトナム文人の漢詩に 詠われた 抱福巌は 、

東潮 安慶社の 殊谷 山に 同定さ れるのである。

この 珠谷 山は 、 ク アンニン省ウォンビ ー 市フウオンナーム社 (xa Phu(Yl1g 

Nam, thi xa Hon g Bi, tinh Quan g Ninh)を流れる紅河東流北岸に 屹立する独立峯

【図2】ハー ンソー ン（珠谷）洞：抱福巌

【図3】陳朝憲宗御筆石刻「抱福巖」

名。」
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注 1 8 … Long Vil, " Danh 

叫ng chua Hang Son ", 

D紅 vii ngua i Quan khu 

3, s6 Chu Nh�t, ngily 1 5 ,  
thang l 2,nam20 19( ロ ー ン ・
ヴ ー 「名 勝 朱 谷 寺 」 『第
3 軍区の人と土地 』 20 1 9

年 5 月 1 0 日 金曜 日 掲 載 ）
(ht tp :/  /www.quankhu3 .  
vn/ in d e x .  ph p/ D a t -va­
nguoi-quan-khu-3/danh­
thang -chua- hang -son .  
.html)、 20 1 9 年 9 月 1 5

日最終閲覧 。

注 1 9…『呂塘遺藁詩集』は、
越南国立中央図書館所蔵、

請求記号 ： R 3 1 8 。
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に 同定され、 同山の中腹に位置する洞窟寺院ハーンソ ーン （ 朱 谷 ） 寺は、 依然

として 「ハーンソ ーン （ 珠谷 ） 洞」と呼ばれている 【図 2 】 · 1so

この洞窟には陳朝第六代皇帝憲宗(H i�n Ton g :  ヒ エントーン ： 在 位 1 330

~ 1 34 1 ) 御筆が、「開祐十年 ( 1 338) 重陽」の記年と共に 「抱福巌」と刻ま

れている 【図 3】。 この石刻 文と既述の苑師孟の詩を考え合わせると、 珠谷洞

が 1 4 世紀前半期 ま でに越南の福地「抱福巌」と考えられていた ことは明らか

である。

2-4 ベトナム後黎朝文人の五言律詩に見える抱福岩

翫薦に引 き続いて、 後黎朝初期 文人官僚の禁順 （ タ ーイ・トゥ ア ン ： Thai 

Thu�n : 1 44 1 ~ ? ) の五言律詩にも抱福岩が以下のように詠われている。

ママ ママ

題抱腹岩 抱腹岩に題す

福地客 中過 福地の客は中ばを過ぎ、

俄成尋勝 遊 俄
に わ

尋
か

に勝 遊を成す。

環山都是水 山に環らすは都
みな

是れ水、

去路只憑舟 路を去
ゆ

か んとすれば只舟に憑
よ

るのみ。

龍窟潮通海 龍窟の潮は海に通じ、

鵡波水弄毬 鵡波の水は毬を弄ぶ。

葛仙在何許 葛仙は何
い ず

許
こ
に在るや、

岩暁洞門 秋 岩に
あ
暁
きら

かなり涸門の秋。 （ 『呂塘 遺藁詩集』
＊ 19

)

こ こ でも、 先述の玩薦の詩のように、 詩題が 「抱腹岩」と記されているが、

本詩作者の察順が 同地を 「福地」と呼 んでいる。 このことから、 1 4 世紀の芭

師孟が抱福岩を「洞天 」と、 ややア バウトに呼称 したのに対し、15世紀ベト

ナムの文人は 同地を「福地」とより精密に道教の聖地を認識していた ことが伺
える。

ところで、 これまでその漢詩を見てきた苑師孟、 院薦、 禁順は、 いずれも抱

福巖の起源や広東連州の抱福山との関連について何も語ってはいない。しかし、

やはり 「抱福」という中 国とベトナムの二つの地名の相似と、 ベトナムの抱福

巖が陳朝 文人苑師孟には洞天、 後黎朝文人禁順には福地として考えられていた

ことを注 意しなければならない。 これらの事由により、 本稿筆者はベトナムの

漢詩 で述べられた抱福巌が、 南遷した広東連州の抱福山に相応すると考 えてい

る。

3 交州福地「抱福岩」の周辺 ： 福地成立背景 の考 察



本章では広東の福地である 抱福山が、 ベトナムの福地の抱福岩 と し てにわか

に南遷 し た背景を考察 し たい 。この事象が成立 し た遠因のひ と つは、 中国宋代

前後における、 現ベトナムのドンチュウ地域な ど北・ 中部沿海地域への中 国人

の移住で あ る 。そして、 この地域に中国人とベトナム人が福地を想定した重要

な も う一つの理 由 は、 この地域が水銀 朱 を産出 し た こ と が挙げられる 。この二

つの仮説を以下考証する 。

3- 1 陳朝期東潮地域の発展 と 宋代中国人の移住

陳朝期以降、 東潮地域が一 大宗教・信仰拠点と して突然発展 し た こ とに注目

すべ き である 。陳朝期 以前、 中国属領期 にお け る 東潮地域は、 陸州 と 呼ばれて

いた 。『元和郡県図志 』 （ 元和八年： 8 1 3 成立 ） 陸州の条に、 当地の環境を 示

す以下の記載があ る 。

まめあわ い と わ た た だ

州は海に窮まりて在り、 寂粟を生ぜず、 また絲縣も無 く 、 惟海の物を捕獲

し 以って衣食に易うるのみ •200

この地には豆 も 粟、 糸も綿 も 無 く 、 海産物を衣食 と交換 し て漸 く 生活 し てい

る と 記されている 。つまり、 こ の地域は感潮地帯のため不毛の地であったので

ある 。それが、1546年頃成立の小説 『伝奇漫録』「東潮廃寺伝」に、

と う と

陳朝の旧 俗 は鬼を尚び、 神祠仏舎、 有る無 き所無し 。黄江、 銅鼓、 安生、
つ づ

安子、 普明の寺、 玉清の観の如き、 皆蝉のご と 連なり絡繹き、僧尼のご と

髪を祝り しものは、 嘉罠 と 半ばす 。東潮一県、 崇尚兒も甚だ し く 、 院宇を

創立する こ と 、 大いな る 社 は 多 き こ と 十余りに至り、 小な る も 五六を下ら
たけやぶ め ぐ

ず、 皆之に 挿すに叢筆を以てし、 之に線らすに金碧を以ってす 。凡そ疾病
まか いけにえ

有らば、 皆挙げて命を虚無に聴せ、 歳時の朔(-日 ） 望 （十五日 ） 、 牲 と

篇賃、 扁磁の供 え、 な篇漏そ絶 えず 。神仏 も また祓篠って屡ま るを得、す貨
しか

ち祈らば輯ち応じ、 霊の答うる は響 く が如 し 。故に敬信加わ る 有りて而 も
お こ た

敢 えで慢らざりき •21 0

とあり、陳朝期 の東潮地域に多数の寺社 が建立された ことを述べている。 実際、

具体的な名前が記された寺社の中で、 黄江 •22、 銅鼓 •23、 普明 •24 は他地域に 位

置す る 神祠や仏寺であ る が、 安生 •25、 安子 •26 および玉清 •27 は 全て東潮地域

に所在する 宗教施設である 。つまり 『伝奇漫録』「東潮廃寺伝」に取り上げら

れた陳朝期 を代表する 寺社の半分が、 同地域に築かれていた こ とになる 。 こ の

事象は、独立期 ベトナム人も長 く 関心を 示さなかった不毛の地が、陳朝期 になっ

て突然発展 し た こ と を 示すものに他ならない 。

注 20• • • 原文「州在 窮海、
不生寂粟、 又無絲縣 ， 惟捕
海 物以易衣食。」 →補注 。

注 2 1 … 原文「陳 朝 旧俗尚
鬼、 神祠仏舎、 無所無有。
如黄江、 銅鼓、 安生、 安子、
普明之 寺、 玉清之 観、 皆蝉
連絡繹、 僧尼祝髪、 与斎民
半。 東潮一県、 崇尚尤甚、
創立 院 宇、 大社多至十余、
小不下五六、皆挿之 以叢算、
線之 以金碧。 凡有疾病、 挙

皆聴命於虚無、 歳時朔望、
牲醒之 莫、 幡憧之 供、 靡靡
不絶。 神仏亦依憑得妥、 親
祈輯応、霊答如響。 故敬信

有加、 而不敢慢 也。 」

注 22 … 「黄江」 は陳 朝期
の地方行 政区である黄江路

を 指し、 現ベ ト ナム北部の
紅河デルタ東南下流域に位
置するナ ム デ ィ ン省 ( tinh

Nam Dinh) に 同 定 さ れ る
(Dinh Xuan Lam, Sa tay dia 
danh 礎t Nam, Nhit xufit b却
D!!i h9c Qu6c gia Hit N◊ i, 
2002, tr. 297 [ デ ィ ン ・ ス
アン ・ ラ ム 『ベ ト ナム地名
手帳 』 ハノイ 国家大学出版
社、 2002 年、 297 頁 ］）。
しかし、 ど の寺社を 示すの
か未詳。

注 2 3 ・ ・ ・ 「銅鼓 」 は、 青銅
鼓を神体とする神祠で、 本
祠はベ ト ナ ム 中 部北境のタ
イ ン ホ ア 省 (tinh Thanh 

Hoa)、 分祠 は 現ハノイ 市
(Thanh ph6 Ha Nqi) に現
在 す る (Ng9 Due Th9 (Chu 

bien), Tit di勃 Di tfch Van 

h6a 礎t Nam - T6ng h9P tu 
li¢u thLI tich Han N6m, Nhit 
直t ban tir d追n Bach Khoa, 

Hit N◊i, 2007, tr. 226 - 228 
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［ゴー ・ ド ウ ック ・ ト （主
編）『越南文化史跡辞典 一
漢 字哺字史料総 合 ー 』 百
科辞典出版社 、 河内、 2 2 6
- 2 28 頁］ ）。

注 24… 「普 明 」 は、 陳 朝
皇族の菩提寺たる仏寺 「普
明寺 」 のことで、 現ナムデ
ィ ン省 ミー ロ ック県に所在
する（前掲注 2 2 書、 696
頁）。

注 2 5・ ・ ・ 「 安生 」 は、 広寧
省東潮県 安生社 の陳 朝 皇
族陵墓群が所在 する地名
で あ る (NguySn Due N畑g
( Chu bien ), My thuPt thai 
Tr血， Nha xu丘t ban Van h6a, 

1977, tr. 25-26 : [ グ ェ ン ・
ド ゥ ック ・ ヌーン （ 主編 ）

『陳 朝期美術』 文化出版社、
ハ ノ イ、 197 7 年、 2 5 -
2 6 頁］ ） 。 具体的な 宗教施
設名は未詳であるが 、 往時
何 らかの寺社が 併設されて
いた可能性が ある。

注 2 6… 「安子 」 は、 現 ム
ンアンニ ン省ウオ ン ピー市
(Thi xa Uong Bi, tinh Quang 
Ninh) 北 方 の 安子山 (nui
Yen Tir) の仏寺群 。 本稿 3

- 1を参照されたい。

注 2 7 ・ ・ ・ 「玉清」 は、 現ハ
イ ズォ ン省 ド ンチ ェウ県 に
位置する旧道観である。 本
稿 3 - 2 - 1を参照された
し‘o

注 28…原文「（前略） 初、
宗室諸家、 毎令私奴婢於瀕
海 地築堤堰、 障鍼水 、 二、
三年後、 開墾成熟、 互相嫁
竪居之、 多立私庄田土（下
略）。 」 ベ ト ナム陳 朝期にお
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このように、 陳朝期 に東潮地域が宗教・信仰の一 大拠点に突如変貌した背景

は何であろうか ？ 陳朝期 におけ る東潮地域開拓 状況を示すのは、 ベトナム側

史料『大越史 記全書』本紀、 光泰十年( 1397 )六月 の下記条 文である。

つつみ・せき

（前略） 初め、 宗室の諸家は、 毎に私奴婢をして瀕海の地に堤堰を築き、

絨菜を蘊てて二、 三年後、 開墾して成熟すれば、 互いに相嫁衰りして之に

居らしめ、 多く私庄の田土を立つ。 （下略）
拿28

とあり、 宗室が奴婢を使って海浜に築堤して鍼水を遮って開墾したと記されて

い る 。

しかし、独立以来長く行われていなかったベトナム北部感潮地帯におけ る 築

堤な ど土木工 事を、 誰が指導したのだろうか。本稿 筆者は、 10世紀以降にお

け る 宗教職能者を含む知識階層 や技術者な どの中国人のベトナム北 ・ 中部への

移住が、「福地の南遷」の背景 にも潜在する 感潮地帯開発と関係した可能性が
あ る と考えている。

五代後漢 （ 947 ~950)浙江の胡氏が、ベトナム中部北境の又 安省壇留県 （現

ゲアン省クイン リ ュ ー県 [ huy? nQ u沖 hL\IU , tin hNghe An] )に移住し、 10 世

紀半ばからベトナム人としてのアイデンティ ティーを保持する 華人の大勢力を

築いていったが、 彼らは造船、 築堤、 架橋・浚渫な どの高度な技術を居留地域

に移転していたようである
寧29

0 

さらに、 引 き続き 12、 13世紀のベトナムで も、 中国人の知識階層 や技術者

の流入が盛 んであった。南宋の 文人官僚苑成 大( 1126 ~1192 )が、 淳煕ニ

年(117 5) に著した中 国南方地域の地誌『桂海虞衡志』 安南国の条 文 •
3

0 によ

ると、 当時の李朝期 ベトナム( 1009~122 5) は人口が少ないため、 宋人を

黄金で人身売買して強制移住させた。その宋人の中で も 特に技能者は高く評価

され 「芸能有る 者は金之を倍し、 文書を知る者は又倍す 」
・3 1 と記してい る。

反対に宋人 自 らベトナムヘ亡命する 場合 も 多く、『桂海虞衡志』 の中で苑成

大は、

（ 前略） また秀オ、 僧道、 伎術及び配隷、 之に亡命し逃奔する者甚だ多 く

有り。（ 後略）
拿32

と述べ この現象を「士人 遊辺 」と総称 している。 このように 12世紀後半期

においても、南宋の科挙受験資格保持者の秀オ、 仏僧と道士、 技術者、 流刑者

を意味す る 配隷が多数ベトナムヘ流入していたのであ る 。更に考慮 すべ きは、

宋代中 国では、 海浜地域の感潮地帯開発が盛行し、 それに伴う高度の農業土木

技術知識が発達していた ことであ る
事33。 これらの 状況を重ねて考える と、 感



潮地帯開発技術を 携 え た宋代 中 国人 が、 ある いは 陳朝宗室の私奴婢として 東潮

地域において 地域 開発を 主導し た可能性が高いと 思われる 。 長ら く 不毛の地で

あっ た同地域 が、 陳朝期に 宗 教信仰の 中心 とし て突如発展し た背景 とし ては、

こ うし た上記 諸事象が想起される 。
一方、 宋代 宗教職能者の東潮地域 への移住に ついては、 抱福 岩の真北に 位 置

する 現 ク ア ンニ ン省の安子山 が、 1 3 世紀前半までに 宋代 仏僧の卓錫地と なっ

て い たことに 注 目すべ きである 。 こ の安子山は、 中国 の洞天福 地史 料における

「安山」 とし てベトナム人に 認めら れ て き た •34。 そし て、 後 代 19 世紀の ベト

ナム 仏教史 料で ある福 田和尚 （ 1 784~ 1 863) 編纂『大南伝灯禅苑継灯略録』

序文には 以 下の記述 がある 。

毒に 陳朝 より、 大宋国人 の大灯国 師、 応順和尚、 天 封和尚、 円証上 士、 照

葉祖師、 恵忠上 士、 我本国に 来たっ て 安子山に至り、 調御聖祖に 臨済正派

を伝え、 祖は 法螺、 玄光、 歴代 の上祖に伝う 。 （下略） •35 

とあり、 抱福 巌北 隣の福 地安子山 (nui Yen Tu : イ ェ ン ト ゥ ー山 ） へ宋 の仏僧

が多数卓錫し て いた こ と が示され ている 。 こ こに記され た調御聖祖は、 陳朝第

三代皇帝の仁宗(Nhan Tong : ニ ャ ン トー ン ： 在 位 1 278~ 1 293) のことで

ある 。 仁宗は 退位 後、 1 299 年に 安子山で 出家して 竹林大士と 号し、 従来の仏

教諸派を 統合し て 臨済禅系の竹林派(Mon phai True Lam ： モ ン フ ァ ーイ・チュ

ク ラ ム ） を開き、 その第 一祖 となっ た。 次の「 法螺、 玄光」 は、 竹林派の第二

祖法螺(Phap Loa ： フ ァ ッ プロ ア ー ： 1 284~ 1330) と 同第 三祖の玄光 (Huyさn

Quang : フ ェ ン ク ア ー ン ： 1 254~ 1334) である 。 如上の『大南伝灯禅苑継

灯略録』 に よ れ ば、上記の 円証 （浮雲 ： ？ ～ ？ ） と 天 封 （ ？ ～ ？ ） は 陳朝皇帝

太宗 （Thai Tong : タ ーイ ト ン ： 在 位 1 225~ 1 258)、 大灯 （ ？ ～ ？ ） は 陳朝

第 二代皇帝聖宗 （Thanh Tong: タイ ン トー ン ：在 位 1 258~ 1 278)、 そして 恵

忠 （ ？ ～ ？ ） は、 竹林派第 一祖調御聖祖こと仁宗の師僧であっ た。

こ の よ うに 13 世紀前半期、 抱福 巌近隣へ宋の 仏僧が多数卓錫して いたこ と

は、 既述 の『 桂海 虞衡志』 が記す「 士人 辺遊」 事象に対する ベトナム史 料から

の傍証である 。 そし て 同時に、 当時 の 中 国の宗 教職能者が、 現ベトナム 東北部

ド ンチ ュ ウ地域 へ渡来居住して いたことを 明示するも のである 。

3-2 陳朝期東潮地 域の 水銀朱

本稿 2 - l、 2 - 2で述べ た よ うに、 抱福 巌は赤色の洞窟がある 。 そして、

1 4~ 1 5 世紀ベトナム 文人 の漢 詩に見える 「葛仙」は「 葛洪」、 「旧砂」は「朱 砂」

の意味である 。 こ のよう な語旬は、『 晋書』 葛洪伝に記される 晩年の葛洪が 「交

祉 の丹」を 求めた故事を 意識し た語句選択に他 なら な い。

ける 海浜地域の感潮地帯開
発については 、 桜井由射雄
「陳朝期ベ ト ナ ムにおける
紅河デルタの開拓～新デル
夕 感潮帯の開拓～」 （石井
米雄、 辛島 昇、 和田久徳

（共編） 『東南 アジア世界の
歴史的位相』、 東京大学出
版会、 1 992 年、 2 1 ~ 45頁）
参照。

注 29 ・ ・ ・ 拙稿 「ベトナムの
海神四位聖娘信仰と流寓華
人」 小峯和明監修 • 原克昭
編 『【シ リ ー ズ】 日本文学
の展望を拓 く 3 宗教文芸
の言説と環境』 笠間書院、
20 17 年、 176 ~ 194 頁
参照。

注 30… 『 文 献 通 考 』 巻
三百三十、 四裔七、 交趾の
条文に引用された 『桂海虞
衡志』 の逸文。

注 3 1 …原文 「（前略） 有芸
能有者金倍之、 文知書者又
倍。（後略）」

注 32•••原文 「（前略） 又有
秀オ、 僧道、 伎術及配隷、
亡命逃奔之者甚多。（後略）」

注 33… 本田治 「宋元時代
の濱海地域開発について」
『東洋史研究 』 第 40 巻 4
号、 1982 年、 654 ~ 679
頁。 王国平（編） 『南宋科
技史』 人民出版社、 2009
年、 440 ~ 448頁。

注 34•••拙稿 「交州福地安
山 と ベ ト ナムの安子山」『東
方宗教』 第 12 1 号、 20 13
年、 65 ~87頁。
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注 35 • • • 原文「 晦 自 陳 朝 、
大宋 国人 大灯国 師、 応順
和尚、天 封和尚、 円証上士、
照葉祖 師、 恵忠上士、 来我
本国至安子山、 伝調御聖祖、
臨 済正派、 祖伝法螺、 玄光、
歴代上祖 。（下略）」

注 3 6 · · ·Nguy�n Van Anh, 

Le Dinh Ngoc, " Quan Ngoc 
Thanh qua cac ngu6n tu li�u, 

" Huy�n 郎ng Tri�u - tinh 

Quang Ninh (bien ), Ky y釦
bpi thao khoa h9c Gia tri 
khu di tfch Qu6c gia d?c 

bi¢t Khu di tfch Jjch s& nha 

箪n tai 即ng Tri¢u ( Quang 
Ninh ), Huy¢n Dong Tri¢u, 

tinh Quang Ninh, 2014, tr. 
199 - 2 11) tr. 199. ( グ エ
ン ・ ヴァ ン ・ アイ ン、 レー ・

ディ ン ・ ゴック 「各基礎資
料から見た玉清観」 クアン
ニン省 ド ンチェ ウ県（編）、
『科学シ ン ポ ジ ュ ウ ム《ド
ンチェウ（クアンニ ン） に
おける陳 朝特別国家歴史追
跡地区の価値》 紀要 』（ク
アンニ ン省 ド ン チ ェ ウ 県、
2014 年、 199 ~ 211 頁）
199 頁。

注 37• • • 原文「季楚 逼令帝
出家奉 道教、 居淡水 村玉清
観。（下略）。」
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【図 4】 玉清観 正殿ハイズォ ン省 ドンチ ェ ウ県 ト ウ イ ー ア ン社 ダム ト ウ ィ ー村

これらの事象を考慮すると、 東潮地域に福地が想定された重要な理 由の一つ

は、 水銀 朱 を産出する地域であった ことが想起される。

3 - 2 - 1 玉清観の遺構

玉清観 【図 4 】 は、 本稿3 - 1 既述の 『伝奇漫録』「東潮廃寺伝 」に 列挙さ

れた宗教施設の中で、 唯一道観と して取り上げられて いる。

今日、仏教寺院となっている 同観は、 現在のハイズォン省 ドンチェ ウ県トゥ

イー アーン社 ダムトウイー村 (thon D:;im Thuy, xii Thuy An, hu�n Dong Tr i�u, tinh 

Ha iD四ng )に 位置する •36。 『伝奇漫録』に陳朝期 の 同地域の主要宗教施設と

し て取り上げられて いるぐらいであるから、 往時は著名な道観であったと想像

される。 しか し、 基本史料上、 玉清観の記事は『大越史記全書』本 紀、 巻八、

陳紀の建新二年 ( 1 399) 四 月の条に、

せま

季降は逼りて帝をし て出家 し道教を奉じ、淡水村の玉清観に居ら しむ。 （下

略）
・
37

という記載が唯一見られるのみである。 これは、 陳朝の権 臣の胡季降 (H6

Quy Ly :ホー ・ ク イ ー ・ リ ー ： 1 336 ~ 1 407) が、 陳朝最後の皇帝である少

帝 (Th i€u 脱： テ ュ ー デー： 1 398 ~ 1 400) に迫って 退 位させ、 玉清観 で道

教を 奉じさせた ことを述べ て いるのであるが、 これ以外の記載は無く、 同観の

詳細は長らく不明であった。

この玉清観を、 20 1 3 年にベトナム考古院のグ ェ ン ・ ヴ ァ ン ・ アイン等が初

めて発掘 した。 その結果、 玉清観正殿背後西方のトレンチH 02 (24rrl : 8 m 

X 3 m )から、周囲を不揃いな石で囲まれた外径 3.4 m、内径1.4 m、深さ1.2
mの井戸 様の遺構が発掘された 【図 5】。 いまだ地質調査は行われていないが、

以下の考察が行われている。



【図5 】玉清観正殿後背西方 ト レンチ H O2 

① 取水用井戸にしては浅い。
② 近くに淡水 川の清流があり、 生活用水には不自 由しなかった。

③ この井戸は観の中心： 至聖所に位置すること。

以上の観点から、 この井戸 様の遺構は、 水銀 朱 採取の地と推定されている
＊
38

0

3- 2- 2  抱福巌周辺の朱砂
ベ トナム産の水銀 朱 は、 中 国人に長く知 ら れていた。 晋の葛洪が交祉の丹

砂を求めた こと、 唐の陳少微撰『大洞錬真宝経修伏霊砂妙訣 』 （『道蔵』 586

冊、 洞神部、 衆術類所収 ） 霊砂七返第一返丹砂の条の交州の中品の丹砂、 南
宋、 茫成 大撰 『桂海虞衡志 』 （淳煕 2年 ： 1175 自 序 ） の 安南国条侠 文中にお

ける 同地 土産の 朱 砂、『諸蕃志』 （宝慶元年 ： 122 5 自 序 ） の上巻、 志 国、 交趾

国の条における 同地 土産の 朱 砂の記述 がある
＊
39。 また『元史 』巻二百九、 列

伝九十六、 外夷、 安南の中統三年(12 62)三 月の条 文に記される、 モン ゴル

帝国のフビ ライ 汗が陳朝ベトナムヘ要求した朝貢品にも朱砂が見 える。

中国史料は、 朱 砂がベ トナムのど こか ら 産出するのか明記していない。 しか

し、 ベトナム人は、 東潮地域を 朱 砂の産地として 注 目 していた。 史料 上 では、

特に東潮地域の西北部に位置する鳳凰山周 辺か ら 産出する 朱 砂が用いられた こ

とが 示されている。

武芳堤選 『公餘捷記』 （景興十六年 ：1755 自 序 ） 巻三、山川、鳳凰山の条に、

鳳凰山は至霊の傑 特社に在り。 （ 中略） 相伝う山の下に井有りて、 人葵り
かす

を以て微かに井の底に刺し入れれば、 珠の軟 らかき こと泥の如きを得、 之
さ ら

を曝さば堅く好く、 上品の 殊と為りたり。 （下略）
＊
40 

と、同山麓の株井か ら 上品の 珠が 採取されていることを記している。 このフウォ

ンホ アン山は、 現ハイ ズオン省チー リ ン県北部に位置するケ ッ トダ ッ ク 社の鳳

注 38… 前 掲 注 36 論 文
206 頁。

注 39• • • 拙稿 「北属期ベ ト
ナム の産物と道教」 （『東方
宗教』第 7 1 号、 1988 年、

44 ~69 頁） 。

注40…原文「鳳凰山、 在
至 霊傑特社。（中 略 ） 相伝
山下有井、 人以尖微 刺入井
底 、 得珠軟如泥、 曝之 堅好、
為上品珠 。（下略） 」
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注 4 1 • • • 前掲注 39 拙稿 57
頁。

注42… 原文「洞 在 至霊傑
特社 。（中 略）陳辰道士玄雲、
煉丹干此。故以名洞 （下略）」

注43• • •原文「召 至霊道士

凰山に 同定される •4 1。 そして、この鳳凰山で陳朝期 のベトナム人道士玄雲が

煉丹を行 っていた ことを、同じ く 『公餘捷記』巻三、山 川、玄雲洞の条に、

と き

洞は至霊の傑 特社に存り。 （ 中略）陳の辰道士玄雲、丹を此に煉り、故に以っ

て洞に名づけたり。 （下略） ＊

4
2 

玄雲赴京、 問以修煉之法、 と記している。 『 大越史 記 全書 』本紀、巻七、大治十一年( 136 8)、冬十 月の

賜所居洞曰玄天洞 。 」 条：には、

66 洞天福地研究 10

至霊の道士玄雲を召して京に赴かしめ、問うに修煉の法を以てし、賜わり

て居る所の洞を玄天洞と曰う •43

とあり、時の皇帝陳朝の祐宗(D\l T on g : ズトー ン： 在位 1 341~1 36 9)が

玄雲を召して、「修煉之法」を問い、玄雲の居住地を玄天洞と名付けた ことが

記されている。 この翌年に祐宗は崩ずるが、死を前にして「修煉之法」、恐ら

く 不老長生のすべ を玄雲に問うたと考えられる。 そして、それは道士玄雲が、

鳳凰山で煉丹を行っていたか らに違いない。

また本稿2 - 4 で言及した黎朝の禁順も、『呂塘 遺藁 詩集』が収める七言律

詩 「題鳳凰山」の中で次のよ うに詠 っている。

題鳳凰山

瑞世鳳凰何 処去

桐花落尽鵠巣孤

清風満院竹君子

涼思超人松丈夫

僧戸常関因畏虎

石巌多掘為尋 珠

相逢未有休官約

霊徹還応笑我無

鳳凰山に題す
い ず く

瑞世の鳳凰は何 処にか去り、

桐花落ち尽くして鵠の巣孤たり。
清き風は院に満つ竹の君子、

涼しき思いは人を超ゆ松の丈夫。
と ざ

僧は戸もて常に関す虎を畏れるにより、

石巌は多 く 掘らる 珠を尋ねるが為。

相逢わ んとして未だ官を休む約有らずして、

霊徹還っ て応に我を笑うべ きや無きや。

こ こに見 える「石巌は多く掘らる株を尋ねるが為」 という描写によ っ て、

15 世紀においても鳳凰山 で殊の採掘が行われていた ことが窺 える。

再思すれば、抱福巌の光景における大きな 特 色は、本稿2 - 2 、2-3 で述

べたように、洞内が 「赤色にして 朱 に似たり 」と描写されていた ことである。

これは以下述べるような地理 的環境を考慮 すると、抱福巌の 色彩が 朱 砂： 硫化

水銀(HgS )に由来するものと推測出来る。 なぜなら、抱福岩の所在地域は、

水銀な どが産出する長 大なク アンニン生鉱構造帯に属 する鉱脈帯が横たわって



いるからである 。

タ ーイ ・ クイー ・ ラ ムと ド ー ・ ハーイ ・ ズー ンの共著論文 「ベトナム東北方

面における 鉱物生成の 主要特性」
・“に よ れ ば、 東北ベトナム 沿海地域の 現 ク

ア ンニ ン省の 中 国国境 付近から、 ク ア ンニ ン生鉱構造帯と 総称される 鉱脈帯が、

下向きの 弧を描きながら 現ハイズォ ン省 ド ンチ ェ ウ県まで 断続的に 存在してい

る 。

この鉱脈帯は、 タ ンマ ーイ (Tan Mai)、 ズオ ン フ ィ ー ( D匹ng Huy )および

チ ャイガオ (Tri;ii Gi;io) の 三帯からなる 。 それ ぞれ 東西幅約 50km、 南 北幅 5

kmないし 10kmの 広が り を持つ鉱脈帯よ り、 石英、 ア ンチモニ ーおよび 水銀が

産出する 。 そして、 ク ア ンニ ン生鉱構造帯西部 のチャイガオ鉱脈帯東端あ たり

に、 安子山と そ の南隣の抱福巌が位置している 【図 6 】 *450

既述の よ うに、 この地域に 属する 鳳凰山には朱 井があ り、 また 陳朝後 期に 同

地 で玄雲とい う道 士が 煉丹を行っ ていた 。 従っ て、 14 世紀には チ ャイガオ鉱

脈帯の水銀朱が 利用されたと考えら れる 。

.LU.． クアンニン生鉱構造帯と鉱脈帯

チャイガオ鉱脈帯

l 
l 

` ’〒—·`

玉清:`‘`― —· 

抱福巖

【図 6】 抱福巖周 辺関連地点及び鉱脈帯概略図

1I' , ，，，，， 

ズオンフィー鉱脈帯

本稿筆者は、 東潮県の安子山が交州 福地 の安山に 比定され た要因の 一つとし

て、 やはり 同山 周辺における 水銀朱 の存在に よる こと を既に 何度か 論 じた •460

この地 理条件に よれ ば、 安子山 近傍の抱福 巌周辺が 中 国人 ・ ベトナム人に福地

と見なされ たのも、 この地域 の水銀朱の露頭に 起因する 可能性が高い 。

注 44 … Thii Quy Lam, D6 

Hai Dung, " Nhfrng net chli 
yもU Vも sinh khoang Mi もn

郎ng B�c Vi�t Nam ",Nguy�n 

Nghiem Minh ( Chu bien ), 

Dia ch紅 va Khoang san np 
2 :  S6 灼 ni�m 20 nam thilnh 

l�p Vi�n Oja chぷt vii Khoang 
san ( 1965 - 1985 ), T6ng C\IC 

E>ja ch紅 ： Vi�n E>ja chlit vit 
Khoang san, Ha Nqi, 1 985, tr. 
161 - 173 ) tr. 163 （察貴林、
杜海勇 「越南東北方面にお
け る 鉱物生成の主要特性」、
院厳明 （主編）『地質と鉱産 ：
地質鉱産院成立 20 周年号
( 1 965 ~ 1 985)』、 ハ ノ イ 、

1 985 年、 1 6 1 ~ 1 73 頁
) 1 63頁。

注 45… 前 掲 注 44 書 第
1 63頁の挿図 よ り 作成。

注 46… 前掲 注 34、 39 拙
稿、 拙稿 「陳朝期東潮地域
における 道教の発展」 前掲
注 36 書、 1 1 1 ~ 1 37頁。
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注 4 7 • • • 前掲注 34 拙稿。

注 48… 拙稿 「16 世紀ベ ト

ナムにおけ る道教の展開一

『伝奇漫録』の「徐式仙婚録」
を通 じて」 『洞天福地研究』
第 6 号、 好 文 出 版、 20 16

年 3 月 1 5 日 発 行、 38 ~

75 頁。

注 49… 前掲注 48 拙稿。

補注… こ の陸州 の 同定は、
注 34 拙 稿 72 ~ 74 頁 を

参照さ れたい。
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結 論

以 上のように、 李思聡が記す 「南海交州の抱福山」及び 「福地の南遷」とい

う概念の背景 には、 宋代前後、 中国人がベトナム北・中部北境の沿海地域に移

住した事 情が内在した。

こ の事 情に加 えて、 長期に亘り道教関係者をベトナムに誘引し、 同海 岸地方

に福地が想定されたのは、 北部沿海の ドンチュウ地域における 朱 砂の産出で

あったと考 えられる。

ベトナムの洞天福地たる抱福巌と 安子山は、 共に沿海地域に位置している。

元来、 戦国時代から秦代にかけて、 中国東北部の山東半島や 渤海湾 で活躍した

古仙人の 安期生は、 しだいに南下し、 唐代には 件の交州福地 安山に隠れた •47

また小説上の虚構ながら『伝奇漫録』 に登場するベトナムの洞天福地である浮

莱山は、 陸 岸 に近い南 シ ナ海上に浮かぶ
＊
48。 こ れらの事象は、 洞天福地思想

が北部ベトナム東海 岸 から伝播した外来の思想 であった こ とを 示唆する。

抱福巌に関する詩、本稿 2 - 1 で述べた 14 世紀の苑師孟の詩冒頭に「洞天」、
本稿 2-4 で述べた 15 世紀 半ばの禁順の詩冒頭には「福地」の語旬が記され、

ベトナムにおける洞天福地思想用 語の使用が 示されている。 しかし、 管見の限

り、 ベトナム北部の仏教寺院に現存する碑 文の内 容から見ると、 16世紀初期

から「洞天」 や 「福地」な どの語句 が 記載されるようになる •49。 こ うした寺

院碑文における用語使用の消長を加味すると、 北部 ベトナム内陸部では洞天福

地思想が、 まだ余り普及して いない状況 であったと推測される。

そのような状況においても、 ベトナムの文人が東潮地域に洞天福地を想定し

たのは、 この地に移民たちが齋した であろう中国文 化の濃厚な環境が存在した
から ではあるま いか。

【付記】

本稿は、 20 1 9 年 6 月 23 日に中 国福建省寧徳 でお こ なわれた 「首届 洞天

福地研究与保護国 際学会学術検討会」（清華大学 国家 遺産中心 • 清華大学

建築設計研究院主催 ）での発表に基づ く 。




